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冬
の
寒
さ
に
耐
え
緑
を
保
つ
松
と
竹
、
厳
寒
の
中
で
花
を
咲
か
せ

る
梅
は
、
取
り
合
わ
せ
と
し
て
「
歳
寒
三
友
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
取
り
合
わ
せ
は
中
国
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
中
国

で
は
絵
画
を
は
じ
め
、
彫
刻
、
織
物
、
染
色
、
な
い
し
詩
文
な
ど
の

諸
分
野
に
活
躍
し
、「
清
廉
・
潔
白
・
節
操
」
な
ど
と
い
っ
た
、
文

人
の
理
想
を
表
現
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
伝
わ
っ

て
き
て
以
来
、「
松
竹
梅
」
と
し
て
知
ら
れ
、
め
で
た
い
も
の
の
し

る
し
と
し
て
、
お
正
月
や
祝
い
事
の
飾
り
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

一
　
松
竹
梅
の
由
来

　
１

　
中
国
で
の
起
源

―
題
画
詩

　「
松
竹
梅
」
の
取
り
合
わ
せ
の
成
立
時
間
に
つ
い
て
、
中
国
の
学

界
で
は
い
く
つ
か
の
説
が
分
か
れ
て
お
り
、
断
言
す
る
の
は
難
し
い

と
さ
れ
て
い
る
。
張
仲
謀
氏
が
主
張
す
る
北
宋
末
・
南
宋
初
説
と
、

謝
先
模
氏
に
よ
る
唐
代
説
と
、
程
傑
氏
が
提
案
す
る
南
宋
説
な
ど
が

あ
るあ
。
た
だ
し
、
ど
の
説
に
し
て
も
、
こ
の
「
三
友
」
の
取
り
合
わ

せ
が
最
初
に
現
れ
た
の
が
、
絵
画
だ
っ
た
と
い
う
点
は
一
致
し
て
い

る
。

　
現
存
資
料
に
よ
る
と
、
松
竹
梅
が
は
じ
め
て
併
称
さ
れ
る
の
は
、

唐
代
の
書
道
家
李
邕
の
「
題
画
」
詩
に
「
酔
裏
呼
童
展
畫
、
笑
題
松4

竹
梅
花

4

4

4

」
と
さ
れ
るい
。
ま
た
、
北
宋
徽
宗
朝
所
蔵
の
『
宣
和
画
譜
』

の
解
説
の
中
に
も
、「
故
花
之
於
牡
丹
芍
薬
、
禽
之
於
鸞
鳳
孔
翠
、

必
使
富
貴
。
而
松
竹
梅
菊
、
鷗
鷺
雁
鶩
、
必
見
於
幽
間
」
と
い
う
文

句
が
見
え
るう
。
さ
ら
に
、
蘇
軾
の
題
画
詩
に
「
梅
寒
而
秀
、
竹
痩
而

寿
、
石
丑
而
文
、
是
為
三
益
之
友
」
と
あ
り
、
後
世
の
人
は
石
を
松

に
替
え
、「
三
友
」
を
松
竹
梅
と
固
定
さ
せ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

日
中
「
松
竹
梅
」
の
比
較
研
究

　
　
　
―
―
梅
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―
―

韓
　
　
　
雯
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さ
ら
に
、「
歳
寒
三
友
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
程
傑
氏
の

論
考
に
よ
れ
ば
、北
宋
と
南
宋
の
間
の
周
之
翰
の
「
爇
梅
賦
」
に
「
歳

寒
三
友
居
其
中
」
の
句
が
見
え
、
こ
れ
は
現
存
文
献
の
中
で
「
歳
寒

三
友
」
の
言
葉
の
初
出
と
さ
れ
るえ
。「
歳
寒
」
は
『
論
語
』
子
罕
編

の
「
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
彫
む
に
後
る
る
を
知
る
」
か

ら
取
っ
た
と
思
わ
れ
、「
三
友
」
も
『
論
語
』
の
「
益
者
三
友
」
に
よ
っ

て
名
づ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
南
宋
の
詩
人
楼
鈅
（1137
〜1213

）
の
「
題
徐
聖
可
知
県
所
蔵

揚
補
之
二
画
其
二
」
に
「
歳
寒
只
見
此
三
人
」
の
句
が
見
ら
れ
、
同

時
代
の
画
家
揚
補
之
（1097

―1169
）
が
「
三
友
」
の
図
を
描
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
揚
補
之
自
身
も
、
梅
を
詠
む
詞
の
中
に
「
雪
月
光

中
、
煙
渓
影
裏
、
松
竹
梢
頭

4

4

4

4

」（『
柳
梢
青
』）
と
い
う
句
を
残
し
、

梅
を
松
、
竹
と
組
み
合
わ
せ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
詩
人
張
元

幹
（1091

―1170?

）
が
「
歳
寒
三
友
図
」
と
い
う
詩
に
、「
蒼
官
森

古
鬣
、
此
君
挺
剛
節
。
中
有
調
羹
姿
、
獨
立
傲
霜
雪
」
と
、「
三
友
」

絵
の
構
図
を
記
録
し
、同
時
代
の
詩
人
王
炎
（1137

―1218
）
も
「
題

徐
参
議
画
軸
三
首·

歳
寒
三
友
」
と
い
う
題
画
詩
を
残
し
た
。
こ
れ

ら
の
例
は
、
南
宋
に
「
歳
寒
三
友
」
が
す
で
に
絵
画
に
現
れ
る
こ
と

を
裏
付
け
て
い
る
。

　
東
洋
美
術
の
研
究
家
鈴
木
敬
氏
は
、
美
術
の
面
か
ら
次
の
よ
う
に

解
説
し
て
い
る
。

　「
三
友
の
う
ち
、
墨
松
は
中
唐
こ
ろ
の
畢
宏
、
韋
偃
ら
に
よ
っ

て
画
か
れ
は
じ
め
、
墨
竹
は
や
や
お
く
れ
て
晩
唐
よ
り
五
代
の

間
に
成
立
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。（
中
略
）
墨
梅
の
起
り

も
明
ら
か
で
な
い
が
、
北
宋
の
華
光
仲
仁
が
、
最
初
の
様
式
を

完
成
し
、
南
宋
の
楊
（
マ
マ
）
補
之
に
な
っ
て
、
お
よ
そ
元
代

以
降
の
墨
梅
画
形
式
が
確
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
中

略
）
し
だ
い
に
三
友
は
松
竹
梅
と
い
う
内
容
に
固
定
さ
れ
て

い
っ
た
」お。

　
つ
ま
り
、松
竹
梅
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
画
に
描
か
れ
る
歴
史
は
長
い
が
、

取
り
合
わ
せ
と
し
て
登
場
す
る
の
は
南
宋
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ

る
。「
歳
寒
三
友
」
は
最
初
に
画
題
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

や
が
て
陶
器
や
建
築
の
文
様
な
ど
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
文
人
た
ち
の
題
画
詩
に
よ
っ
て
絵
画
か
ら
独
立
さ
れ
、
文
学
の

世
界
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
風
雪
や
厳
寒
に
耐
え
な
が
ら
緑
を
保
ち
、
花
を
咲
か
せ
る
三
種
の

植
物
は
、
君
子
の
不
屈
な
精
神
、
潔
白
な
節
操
に
た
と
え
ら
れ
る
。

文
人
、
士
大
夫
、
禅
僧
ら
が
自
分
の
高
潔
な
心
情
を
「
松
竹
梅
」
に

投
影
し
、
数
多
く
の
文
学
や
芸
術
作
品
を
残
し
た
。

梅
花
、
君
自
看
、
丁
香
己
白
、
桃
臉
将
紅
、
結
歳
寒
三
友
、
久

遅
筠
松
。

　

―
南
宋
・
葛
立
方
（?

～1164

）「
満
庭
芳
・
和
催
梅
」

歳
寒
三
友
要
君
知
、
不
比
凡
花
児
女
姿
。

―
南
宋
・
姜
特
立
（?

～1192

）「
道
堂
以
梅
結
屏
」
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松
竹
梅
花
三
益
友
、
詩
書
画
卷
一
閒
人
。

―
南
宋
・
楊
公
遠
（1228

～?

）「
自
述
」

蒼
松
隠
映
竹
交
加
。
千
樹
玉
梨
花
。
好
个
歳
寒
三
友
、
更
堪
紅

白
山
茶
。

　

―
元
・
白
朴
（1226

～?

）「
朝
中
措
・
題
闕
」

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
、人
々
が
松
竹
梅
に
対
す
る
愛
好
が
窺
え
よ
う
。

２
　
日
本
で
の
発
展

―
縁
起
物

　
霜
雪
の
中
で
も
色
を
変
え
な
い
マ
ツ
と
タ
ケ
、
春
の
魁
に
咲
く
ウ

メ
、
こ
の
三
者
の
組
み
合
わ
せ
は
、
形
か
ら
も
色
彩
か
ら
も
、
最
も

よ
く
調
和
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、
日
本
人
に
愛
好
さ

れ
、
絵
画
、
紋
様
、
染
色
、
生
け
花
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
、
松

竹
梅
の
姿
が
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
合
わ
せ
は
、
中
国
の
「
歳

寒
三
友
」
か
ら
影
響
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
日
本
独
自

の
文
化
特
性
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
歳
寒
三
友
が
い
つ
日
本
に
伝
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
記

録
が
な
い
の
で
、
推
測
す
る
の
は
難
し
い
が
、
江
戸
時
代
の
『
世
事

百
談
』
と
い
う
本
に
、「
松
竹
梅
を
、わ
が
邦
に
は
慶
賀
の
も
の
と
す
。

唐
土
に
て
は
歳
寒
三
友
と
い
ふ
」
と
あ
るか
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
民

俗
百
科
事
典
『
嬉
遊
笑
覧
』
と
い
う
本
の
巻
十
二
に

松
竹
梅
、
こ
と
ぶ
き
い
は
ふ
め
で
た
き
器
物
な
ど
に
、
松
竹
梅

を
も
や
う
と
す
。
漢
土
に
は
か
か
る
事
大
か
た
奇
数
を
用
る
こ

と
な
け
れ
ば
、
是
は
本
邦
の
俗
と
見
え
た
り
。
朝
鮮
の
役
に
彼

地
よ
り
取
来
れ
る
書
と
て
「
日
本
考
略
」
と
云
も
の
あ
り
、
明

人
薜
俊
が
撰
な
る
を
朝
鮮
に
て
も
刊
行
せ
し
な
り
。
其
内
日
本

人
の
文
詞
略
に
、
四
友
亭
の
詩
あ
り
、
四
友
亭
名
萬
古
香
清
風

曾
逓
到
遐
方
我
來
不
見
亭
中
主
松
竹
青
青
梅
自

4

4

4

4

4

4

黃4

、
此
詩
お
の

づ
か
ら
松
竹
梅
を
い
へ
り
。

と
い
う
の
が
み
え
るき
。

　
つ
ま
り
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
か
ら
中
国
明

代
の
『
日
本
考
略
』
と
い
う
本
を
持
っ
て
帰
っ
た
。
学
術
、
美
術
、

工
芸
の
最
盛
期
で
あ
る
明
の
中
期
で
、
日
本
と
明
と
の
交
渉
も
盛
ん

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
文
物
も
伝
わ
り
、
松
竹
梅
な
ど
と
い
う
構
図

も
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
るく
。
ゆ
え
に
、
松
竹
梅
の
具

体
的
な
伝
来
時
間
は
考
証
し
に
く
い
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
以

降
民
間
に
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。

　
最
初
は
、
中
国
の
「
歳
寒
三
友
」
の
影
響
で
、
松
竹
梅
を
貞
節
の

象
徴
と
た
た
え
て
詠
む
漢
詩
も
少
な
く
な
い
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、

室
町
時
代
の
詩
僧
義
堂
周
信
の
『
空
華
集
』
に
「
梅
を
愛
す
る
に
何

ぞ
必
ず
し
も
横
枝
を
貫
ば
ん
、
千
尺
雲
を
凌
ぐ
も
也
た
一
奇
、
直
節

高
標
俗
に
背
く
と
雖
も
、
長
松
修
竹

4

4

4

4

、
恰
も
相
宜
し

4

4

4

4

4

」
と
、
歳
寒
三

友
を
詠
む
漢
詩
が
見
え
るけ
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
松
竹
梅
が
し
だ
い
に
民
間
に
入

り
、
庶
民
の
生
活
に
滲
み
こ
ん
で
い
く
に
つ
れ
て
、
こ
う
い
っ
た
文
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学
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
し
だ
い
に
薄
く
な
り
、
専
ら
民
俗
的
な
縁
起
物

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
正
月
飾
り
・
雛
飾
り
、
そ
し
て

婚
礼
・
出
産
等
の
慶
事
に
用
い
ら
れ
る
主
題
と
し
て
民
間
に
定
着
し
、

「
鶴
亀
」
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
見
ら
れ

る
。

　
日
本
で
「
松
竹
梅
」
と
い
え
ば
「
目
出
度
い
」
こ
と
の
象
徴
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
目
出
度
い
」
の
意
味
は
い

ろ
い
ろ
な
分
野
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
歌
、
筝
曲
や

長
唄
の
曲
名
と
し
て
の
「
松
竹
梅
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
め
で
た
い

祝
儀
曲
で
あ
る
。
ま
た
、「
松
竹
梅
」を
題
と
す
る
古
典
落
語
も
あ
り
、

婚
礼
の
祝
福
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。
現
代
社
会
に
至
っ
て
も
、「
松

竹
梅
」
と
い
う
の
は
、
日
本
酒
の
名
前
と
し
て
知
ら
れ
、
贈
り
物
に

ふ
さ
わ
し
い
祝
い
酒
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
縁
起
物
と
し
て
の
松
竹
梅
は
、
本
来
中
国
の
「
君
子

の
美
徳
」
を
有
す
る
「
歳
寒
三
友
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
、
日
本

独
自
の
民
俗
文
化
か
ら
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
差
異
が
生
じ
た
の
か
。
松
竹
梅
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
　
松
竹
梅
の
イ
メ
ー
ジ

１
　
マ
ツ

　
マ
ツ
は
、
崖
や
谷
間
な
ど
の
悪
い
自
然
環
境
の
中
に
生
え
て
も
力

強
く
育
ち
、
冬
枯
れ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
青
々
と
し
た
緑
を
保
つ
常

緑
樹
で
あ
る
。
そ
れ
に
樹
齢
も
長
く
、
厳
寒
に
耐
え
な
が
ら
端
正
な

姿
を
保
ち
続
け
る
性
状
か
ら
、「
百
木
の
長
」（『
史
記
』
亀
策
列
伝
）

と
呼
ば
れ
、『
詩
経
』、『
礼
記
』、『
書
経
』
や
『
周
易
』
な
ど
の
先

秦
期
の
典
籍
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
中
国
古
典
に
頻
出
す
る
樹
木
で

あ
る
。

　
常
緑
樹
の
柏
と
と
も
に
松
柏
と
併
称
さ
れ
、
君
子
の
堅
固
な
節
操

の
象
徴
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。「
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏

の
彫
む
に
後
る
る
を
知
る
」（『
論
語
』
子
罕
編
）、「
其
の
人
に
在
る

や
、
竹
箭
の
筠
有
る
が
ご
と
く
、
松
柏
の
心
有
る
が
ご
と
し
。
二
つ

の
者
天
下
の
大
端
に
居
る
、
故
に
四
時
を
貫
き
て
、
柯
を
改
め
葉
を

易
え
ず
」（『
礼
記
』
礼
器
編
）、「
歳
寒
な
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
松
柏
を

知
る
こ
と
な
く
。
事
難
か
ら
ざ
れ
ば
、以
て
君
子
を
知
る
こ
と
な
し
」

（『
荀
子
』
大
略
編
）
な
ど
の
記
述
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
秦
時

代
か
ら
マ
ツ
は
す
で
に
厳
寒
を
凌
ぎ
、
己
を
貫
く
君
子
の
象
徴
と
し

て
知
ら
れ
た
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
後
世
に
引
き
継
が
れ
、
文
人
た
ち

に
大
い
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
唐
の
李
白
が「
願
君
学
長
松
、

慎
勿
作
桃
李
。
受
屈
不
改
心
、
然
後
知
君
子
」（「
贈
韋
侍
御
黄
裳
二

首
」
其
一
、『
全
唐
詩
』
卷
一
六
八
―
一
四
）
と
歌
っ
て
、
マ
ツ
の

操
を
賞
賛
す
る
。こ
の
よ
う
な
例
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
マ
ツ
は
樹
齢
が
長
く
、
生
命
力
も
強
い
た
め
、「
不
老
松
」
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と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
長
寿
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
長
寿
を
願

う
吉
祥
画
な
ど
で
、
よ
く
鶴
と
組
み
合
っ
て
登
場
す
る
。
白
居
易
の

「
効
陶
潜
体
詩
十
六
首
」其
一
に
、「
松
柏
与
亀
鶴
、其
寿
皆
千
年
」（『
全

唐
詩
』
巻
四
二
八‒

一
）
と
あ
る
。
ま
た
、
松
脂
、
松
の
実
が
仙
薬

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
マ
ツ
は
不
老
不
死
を
象
徴
し
、
仙
人
、

隠
者
、
道
士
な
ど
と
つ
な
が
っ
て
登
場
す
る
場
合
も
多
い
。
唐
の
賈

島
の
「
松
下
問
童
子
、言
師
采
薬
去
」（「
尋
隠
者
不
遇
」）（『
全
唐
詩
』

巻
五
七
四‒

一
〇
〇
）
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
マ
ツ
の
常
緑
の
呪
力
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
土
地
神

の
霊
木
に
も
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
墓
に
植
え
ら
れ
、
墓
標
と
し
て
使

わ
れ
る
記
述
も
見
ら
れ
るこ
。

　　
日
本
に
お
い
て
も
、
マ
ツ
ほ
ど
多
く
文
学
の
題
材
に
採
ら
れ
る
植

物
は
な
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
マ
ツ
が
最
初
に
日
本
文
学
に
現
れ

る
の
は
、『
古
事
記
』
景
行
天
皇
の
条
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
尾
津

の
前
の
一
つ
松
の
も
と
で
歌
っ
た
長
歌
で
あ
るさ
。
日
本
最
古
の
歌
集

『
万
葉
集
』
の
中
で
、
マ
ツ
の
歌
が
六
十
七
首
あ
る
。
そ
の
中
の
多

く
は
マ
ツ
の
長
寿
と
繁
栄
を
た
た
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
天
平
十
六
年
（
七
四
四
年
）
の
正
月
十
一
日
に
、
恭
仁
京
近
く
の

「
活
道
の
岡
に
登
り

　
一
株
の
松
の
下
に
集
ひ
て
飲
す
る
歌
」
が
二

首
伝
わ
るし
。

一
つ
松
幾
代
か
経
ぬ
る
吹
く
風
の
声
の
清
き
は
年
深
み
か
も

市
原
王
（
巻
六
・
一
四
〇
二
）

た
ま
き
は
る
命
は
知
ら
ず
松
が
枝
を
結
ぶ
心
は
長
く
と
ぞ
思
ふ

大
伴
家
持
（
巻
六
・
一
四
〇
三
）

　
万
葉
歌
人
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
よ
う
に
、
一
本
松
の
も
と
で
飲

み
食
い
の
宴
を
ひ
ら
い
た
。「
一
本
松
を
吹
く
風
の
音
が
さ
わ
や
か

な
の
は
、
こ
の
松
が
久
し
い
年
を
経
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
」、

と
市
原
王
が
詠
嘆
し
て
い
る
。
松
を
吹
く
風
の
音
に
常
磐
な
る
マ
ツ

を
思
い
、
永
遠
の
命
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
語
に
「
松
風
」
と

い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
マ
ツ
の
常
磐
な
る
命
を
連
想
さ
せ
る
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
家
持
は
、寿
命
が
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、

こ
の
マ
ツ
の
枝
を
結
う
の
は
命
長
か
れ
と
祈
っ
て
い
る
、
と
詠
ん
で

い
る
。
同
じ
く
常
磐
な
る
マ
ツ
に
長
寿
を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、『
万
葉
集
』
に
現
れ
る
マ
ツ
は
、た
い
て
い
の
場
合
、

長
寿
の
願
望
が
歌
い
こ
め
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
漢
詩
文
に
長
じ

た
日
本
の
文
人
た
ち
が
、
中
国
的
教
養
に
影
響
さ
れ
た
結
果
と
言
え

よ
う
。
和
歌
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ツ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
も
、
高
砂

の
松
、
住
吉
の
松
、
曽
根
の
松
な
ど
、
長
寿
、
吉
祥
と
か
か
わ
る
話

は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。

　
も
う
一
方
、
民
俗
学
の
ほ
う
か
ら
見
る
と
、
マ
ツ
は
常
緑
樹
ゆ
え

に
、
神
霊
を
迎
え
る
よ
り
し
ろ
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
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ツ
の
語
源
も
、
神
の
降
臨
を
迎
え
「
待
つ
」
木
と
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、現
在
に
い
た
る
ま
で
「
影
向
の
松
」
と
い
う
の
が
各
地
に
あ
り
、

神
仏
が
こ
の
木
の
影
に
影
向
し
た
も
の
と
い
う
信
仰
が
見
ら
れ
るす
。

さ
ら
に
、
一
年
の
は
じ
ま
り
の
正
月
に
、
歳
神
を
迎
え
る
た
め
門
松

を
立
て
る
習
慣
か
ら
見
て
も
、
神
と
マ
ツ
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
伺

わ
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
マ
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
が
漢
詩
文
の
影
響
を
受

け
た
た
め
、
中
国
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
い
て
い

の
場
合
は
、
君
子
の
節
操
、
不
屈
な
品
格
、
あ
る
い
は
長
寿
、
繁
栄

へ
の
願
望
を
込
め
て
詠
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
和
歌
の
中
で
は
、
君

子
の
品
格
よ
り
も
、
長
寿
繁
栄
の
イ
メ
ー
ジ
が
も
っ
と
重
視
さ
れ
、

さ
ら
に
固
有
の
民
俗
と
融
合
し
、
マ
ツ
を
神
の
よ
り
し
ろ
と
し
て
崇

め
る
。
こ
れ
が
日
本
の
松
竹
梅
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
す
原
点
で
あ

る
こ
と
は
、
後
で
さ
ら
に
詳
述
す
る
。

２
　
タ
ケ

　
タ
ケ
も
マ
ツ
と
同
じ
く
、
四
季
を
通
し
て
緑
を
保
ち
、
快
い
葉
ず

れ
の
音
（
竹
韻
）
を
か
な
で
る
植
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
霜
雪
の
な

か
で
も
変
わ
ら
ぬ
緑
を
保
っ
て
直
立
す
る
性
状
か
ら
、
不
変
・
不
屈

な
節
操
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
前
に
引
用
し
た
『
礼
記
』
礼

器
の
文
句
の
ほ
か
に
も
、「
彼
の
淇
奥
を
瞻
れ
ば
、
緑
竹
猗
猗
た
り
。

匪
た
る
あ
る
君
子
、
切
す
る
が
如
く
瑳
す
る
が
如
く
、
琢
す
る
が
如

く
磨
す
る
が
如
し
」（『
詩
経
』
衛
風
・
淇
奥
）
な
ど
、
タ
ケ
の
剛
直
、

不
屈
な
品
格
を
た
た
え
る
名
言
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
タ
ケ

は
中
空
で
節
を
も
ち
、
こ
の
性
状
は
よ
く
君
子
の
謙
虚
、
慎
み
深
い

美
徳
に
た
と
え
る
。
愛
竹
家
の
白
居
易
は「
竹
解
心
虚
即
我
師
」（「
池

上
竹
下
作
」、『
全
唐
詩
』
四
四
六
―
八
三
）
と
た
た
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
雅
で
気
品
に
富
む
タ
ケ
は
、
俗
塵
を
嫌
う
文
人
高
士
に

愛
好
さ
れ
る
。
竹
林
の
世
俗
の
濁
り
に
染
ま
ら
ぬ
イ
メ
ー
ジ
は
、
隠

遁
文
学
の
主
旨
と
よ
く
あ
っ
て
い
る
た
め
か
、
タ
ケ
を
愛
で
る
文
人

が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
い
る
。
有
名
な
「
竹
林
七
賢
」
は
、
魏
晋
の

王
朝
交
替
期
に
竹
林
に
集
ま
り
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
詩
文
を
創
作
す

る
放
浪
不
羈
の
七
人
の
文
人
の
こ
と
で
あ
る
。
晋
の
王
徽
之
も
タ
ケ

を
愛
し
た
風
流
人
の
一
人
で
あ
り
、
彼
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で

も
必
ず
タ
ケ
を
植
え
、「
何
ぞ
一
日
も
此
の
君
無
か
る
べ
け
ん
や
」

と
い
う
名
言
を
残
し
た
。（『
晋
書
』
巻
八
十
、『
世
説
新
語
』
任
誕
）

北
宋
の
文
豪
蘇
軾
も
「
食
に
肉
無
か
ら
し
む
べ
き
も
、
居
に
竹
無
か

ら
し
む
べ
か
ら
ず
。
肉
無
け
れ
ば
人
を
し
て
痩
せ
し
め
、
竹
無
け
れ

ば
人
を
し
て
俗
な
ら
し
む
」（「
於
潜
僧
緑
筠
軒
」）
と
ユ
ー
モ
ア
に

歌
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
タ
ケ
は
実
用
性
に
も
富
み
、
建
材
か
ら
楽
器
ま
で
幅

広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
旺
盛
な
生
命
力
か
ら
子
授
け
の

力
を
も
つ
と
さ
れ
、
マ
ツ
と
同
じ
く
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
い
る
。「
竹
の
苞
れ
る
が
如
く
、
松
の
茂
れ
る
が
如
し
」（『
詩
経
』
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小
雅
・
斯
干
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

　　
日
本
の
古
典
に
タ
ケ
も
早
く
か
ら
登
場
し
た
。『
古
事
記
』
上
巻
、

イ
ザ
ナ
ミ
が
ヨ
モ
ツ
ニ
メ
を
遣
わ
し
て
イ
ザ
ナ
ギ
を
追
っ
た
と
き
、

イ
ザ
ナ
ギ
が
「
右
の
み
み
づ
ら
に
刺
せ
る
ゆ
つ
つ
ま
ぐ
し
を
引
き
か

き
て
投
げ
す
て
つ
れ
ば
、即
ち
笋
（
た
か
む
な
）
生
り
き
」
と
あ
る
。

笋
は
竹
の
子
で
あ
る
。投
げ
た
櫛
が
笋
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

櫛
は
竹
製
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
斉
藤
正
二
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
は
単
な
る
装
飾
品
で
は
な
く
、
鬼
神
や
邪
霊
を
避
け
斥
け
る
た

め
の
呪
具
だ
っ
た
と
さ
れ
るせ
。

　
こ
の
よ
う
な
例
は
、『
万
葉
集
』
に
も
見
え
て
い
る
。『
万
葉
集
』

の
中
で
、
タ
ケ
が
登
場
す
る
歌
は
十
七
首
見
え
る
が
、
植
物
の
タ
ケ

そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
歌
は
少
な
い
。
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
祭

具
、呪
具
と
し
て
使
わ
れ
た
り
（「
竹
玉
」、「
竹
珠
」）
あ
る
い
は
「
さ

す
竹
の
」
な
ど
の
枕
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
り
す
る
場
合
が
一
般
的
で

あ
る
。「
さ
す
竹
の
」
と
い
う
枕
詞
は
、「
皇
子
」「
大
宮
人
」、「
君
」

な
ど
を
修
飾
す
る
。「
さ
す
」
は
生
え
延
び
る
の
意
味
で
、
タ
ケ
の

勢
い
よ
く
成
長
す
る
性
状
か
ら
繁
栄
を
祈
る
意
を
こ
め
て
詠
ん
で
い

る
と
み
ら
れ
る
。
タ
ケ
の
節
と
節
の
間
の
空
洞
に
神
霊
が
宿
っ
て
い

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。『
竹
取
物
語
』
な
ど
、
タ
ケ
か
ら

美
女
が
出
現
す
る
説
話
は
、
タ
ケ
の
神
秘
的
な
繁
殖
力
に
因
ん
だ
と

思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
民
俗
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
さ
て
お
き
、『
万
葉
集
』
の

中
で
単
純
に
タ
ケ
を
詠
む
歌
を
見
て
み
る
と
、「
梅
の
花
散
ら
ま
く

惜
し
み
我
が
園
の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
」（
小
監
阿
氏
奥
島
、

巻
五
・
八
二
四
）、「
わ
が
屋
戸
の
い
さ
さ
群
竹
吹
く
風
の
音
の
か
そ

け
き
こ
の
夕
べ
か
も
」（
大
伴
家
持
、
巻
十
九
・
四
二
九
一
）
の
よ
う

に
、
か
な
り
漢
詩
の
風
韻
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
文
化
に

傾
倒
し
た
律
令
文
人
、
貴
族
た
ち
の
作
歌
だ
か
ら
こ
そ
、
中
国
の
影

が
濃
い
わ
け
で
あ
る
。
日
本
の
漢
詩
も
、
中
国
の
風
流
を
真
似
し
よ

う
と
し
て
、
竹
を
詠
む
と
、
竹
林
七
賢
な
ど
の
典
拠
を
踏
ま
え
る
場

合
が
多
く
見
ら
れ
、
竹
と
文
人
高
士
の
風
流
さ
を
結
び
つ
け
る
パ

タ
ー
ン
を
と
っ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
タ
ケ
は
、
日
本
列
島
の
自
生
種
も
あ
る
が
、
実
は
詩

文
な
ど
に
よ
く
登
場
す
る
品
種
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
と

さ
れ
るそ
。し
か
る
に
、日
本
文
学
に
早
く
も
登
場
す
る
タ
ケ
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
中
国
か
ら
莫
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
タ
ケ
が
持
つ
強
い

生
命
力
は
繁
栄
の
象
徴
と
さ
れ
、
祭
具
、
呪
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
竹
林
七
賢
を
は
じ
め
、
多
く
の
中
国
文
人
に
愛
さ
れ
た

タ
ケ
は
、
日
本
に
お
い
て
も
高
雅
、
風
流
、
気
品
の
代
名
詞
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
マ
ツ
と
は
違
い
、
タ
ケ
の
「
不
屈
な
品

格
」
や
「
君
子
の
謙
虚
さ
」
な
ど
の
美
徳
は
、
日
本
文
学
に
取
り
入

ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
ほ
と
ん
ど
用
例
が
見
つ
か
ら
な
い
の
は
、
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た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

３
　
ウ
メ

　
中
国
で
は
、
ウ
メ
を
植
え
る
歴
史
が
長
く
、『
詩
経
』
や
『
尚
書
』

な
ど
に
す
で
に
ウ
メ
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
調
味
料

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
ウ
メ
の
実
で
あ
り
、
花
を
詠
む
も
の
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。
南
朝
の
梁
代
（555

―587

年
）
に
な
っ
て
、
人
々

は
は
じ
め
て
ウ
メ
の
花
の
美
し
さ
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ

メ
は
、
ほ
か
の
花
に
先
駆
け
て
花
を
つ
け
、
春
の
到
来
を
つ
げ
る
花

と
し
て
名
高
い
。
梁
の
簡
文
帝
が
「
梅
花
賦
」
に
「
梅
花
特
早
偏
能

識
春
」
と
い
う
よ
う
に
、
春
花
の
代
表
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
、

め
で
た
い
花
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ウ
メ
の
清
楚
可
憐
な
花
び
ら
は
、
純
潔
な
少
女
を
連
想
さ

せ
る
。
南
朝
の
宋
武
帝
の
娘
寿
陽
公
主
が
人
日
に
含
章
殿
の
梅
の
木

の
下
で
眠
っ
て
い
た
ら
、
梅
花
が
散
り
そ
の
一
ひ
ら
が
彼
女
の
額
に

つ
い
て
離
れ
な
く
な
っ
た
、
こ
れ
を
「
梅
花
粧
」
と
し
て
宮
人
皆
額

に
梅
の
花
び
ら
を
か
た
ど
っ
た
化
粧
を
ほ
ど
こ
し
、
こ
れ
に
な
ら
っ

た
と
い
う
。
こ
の
「
梅
花
粧
」
の
話
は
後
世
の
詩
文
に
頻
出
す
る
典

故
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
梅
の
花
が
早
く
開
き
、
早
く
散
る
と

こ
ろ
か
ら
、
前
述
の
「
梅
花
賦
」
の
「
春
風
吹
梅
畏
落
尽
、
賎
妾
為

此
斂
蛾
眉
」
の
句
の
よ
う
に
、
青
春
が
過
ぎ
去
る
象
徴
と
し
て
、
閨

怨
詩
な
ど
の
題
材
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
春
に
散
る
梅
の
花
は
、
同
時
に
冬
の
厳
寒
に
咲
く
花
と
し
て

も
捉
え
ら
れ
る
。
唐
代
中
期
か
ら
、
詩
人
は
梅
の
寒
さ
を
凌
い
で
咲

く
特
性
に
も
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
宋
初
期
の
隠
逸
詩
人
林

和
靖
の
名
句
「
疎
影
横
斜
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏
」（「
山
園
小

梅
」）
が
ウ
メ
を
俗
塵
を
脱
し
た
高
雅
、
風
流
な
隠
者
に
た
と
え
、

ウ
メ
の
流
行
を
決
定
付
け
た
。
ウ
メ
の
厳
寒
に
耐
え
、
疎
ら
な
痩
せ

た
枝
先
に
馥
郁
た
る
花
を
つ
け
る
特
性
は
さ
ら
に
重
視
さ
れ
、「
遥

知
不
是
雪
、
為
有
暗
香
来
」（
北
宋
・
王
安
石
「
梅
花
」）「
零
落
成

泥
碾
作
塵
、
只
有
香
如
故
」（
南
宋
・
陸
遊
「
卜
算
子
・
詠
梅
」）
な

ど
数
多
く
の
名
句
が
残
さ
れ
た
。そ
の
高
い
気
品
と
幽
閑
な
風
趣
が
、

文
人
墨
客
の
好
尚
に
か
な
っ
た
ゆ
え
、
ウ
メ
は
中
国
古
典
の
中
で
大

変
重
要
な
植
物
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　　
マ
ツ
と
タ
ケ
と
は
異
な
り
、
ウ
メ
は
日
本
に
お
け
る
自
生
種
が
な

く
、
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
植
物
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
日

本
の
梅
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
中
国
文
化
の
色
彩
が
濃
い
の
は
言
う
ま

で
も
な
か
ろ
う
。

　
日
本
文
学
で
、
ウ
メ
の
初
出
は
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ

た
葛
野
王
の
「
五
言
・
春
日
翫
鶯
梅
一
首
」
と
題
す
る
詩
で
あ
る
。

の
ど
か
な
春
の
園
に
美
し
い
白
梅
が
咲
き
、
ウ
グ
イ
ス
が
こ
こ
ろ
よ

く
鳴
く
シ
ー
ン
を
詠
ん
で
い
る
。『
万
葉
集
』
の
、
前
期
の
歌
に
ウ

メ
が
見
ら
れ
な
く
、
天
平
期
（
七
二
九
～
）
に
入
っ
て
か
ら
急
激
に
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詠
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
万
葉
集
』の
中
で
は
、

ウ
メ
を
詠
む
歌
が
一
一
八
首
も
あ
り
、
萩
に
つ
い
で
多
い
。
中
国
文

化
に
心
酔
し
た
日
本
の
歌
人
た
ち
は
「
梅
花
の
宴
」
を
開
き
、
酒
を

飲
み
な
が
ら
梅
花
を
賞
し
、
多
く
の
和
歌
を
残
し
て
い
る
。
例
を
あ

げ
て
み
る
と
、

　
梅
花
の
宴
の
最
初
の
歌
で
、
大
弐
の
紀
卿
の
作
で
あ
る
。

正
月
立
ち
春
の
来
ら
ば
か
く
し
こ
そ
梅
を
招
き
つ
つ
楽
し
き
終

え
め

　（
巻
五
・
八
一
五
）

　
正
月
に
な
っ
て
、
春
が
来
た
な
ら
、
こ
う
や
っ
て
毎
年
梅
を
迎
え

て
歓
を
尽
く
そ
う
と
挨
拶
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
後
に
追
和
す
る
歌
に
、

梅
の
花
夢
に
語
ら
く
み
や
び
た
る
花
と
我
思
ふ
酒
に
浮
か
べ
こ

そ
　（
巻
五
・
八
五
二
）

　
梅
の
花
が
夢
に
現
れ
て
、
み
や
び
た
る
花
だ
と
自
分
で
は
思
っ
て

お
り
ま
す
。
さ
か
ず
き
に
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
、
と
語
り
か
け
た
と

い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
梅
花
に
対
す
る
愛
好
は
、
中
国
文
化
へ
の
憧
れ
か

ら
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ウ
メ
は
春
を
つ
げ
る
め
で
た
い
花
で
あ

り
、ま
た
華
や
か
な
大
陸
文
化
を
代
表
す
る
風
雅
な
植
物
で
も
あ
る
。

日
本
人
に
古
来
親
し
ま
れ
、
宮
中
に
植
え
ら
れ
て
い
た
。
天
皇
が
貴

族
た
ち
と
梅
の
下
で
宴
を
開
き
、
数
多
く
の
文
学
作
品
を
残
し
た
。

『
源
氏
物
語
』
に
人
々
が
梅
を
愛
で
る
シ
ー
ン
が
よ
く
描
か
れ
、『
枕

草
子
』
に
も
「
あ
て
な
る
も
の
梅
の
花
に
雪
の
ふ
り
た
る
」
と
あ
るた
。

　
時
代
が
下
が
っ
て
、
日
本
人
が
し
だ
い
に
大
陸
文
化
へ
の
憧
れ
か

ら
離
れ
た
と
し
て
も
、
ウ
メ
は
春
を
つ
げ
る
か
わ
い
ら
し
く
て
み
や

び
な
花
と
し
て
、
今
日
ま
で
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

　
ウ
メ
は
中
国
か
ら
渡
来
し
た
植
物
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
人
に
親

し
ま
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
ウ
メ
の
春
を
告
げ
る
イ
メ
ー
ジ
や
文
人

が
愛
で
る
風
流
は
も
ち
ろ
ん
、「
雪
月
花
」
や
「
梅
に
鶯
」
な
ど
の

取
り
合
わ
せ
も
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ウ
メ
が
日
本
文
学
に

お
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
独
自
な
要
素
が
少
な
く
、
中
国
の
文
学

伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、そ
の
文
学
伝
統
は
、

唐
代
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
宋
以
降
ウ
メ
が
持
つ
「
君
子
の
節
操
」

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
の
五
山
文
学
な
ど
の
漢
詩
分
野
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
が
、
日
本
独
自
の
文
学
、
文
化
へ
の
影
響
は
小
さ
い
。

ゆ
え
に
、
日
本
文
学
に
お
け
る
ウ
メ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
外
見
が
美
し

く
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
内
部
の
「
美
徳
」
に
注
目
す
る

人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
の
点
は
中
日
の
大
い
な
る
分
岐
点
で

あ
り
、「
歳
寒
三
友
」
の
取
り
合
わ
せ
の
成
立
に
関
す
る
大
変
重
要

な
問
題
で
も
あ
る
。

　
以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
松
竹
梅
三
者
と
も
に
、
繁
栄
や
長
寿
、

子
授
け
な
ど
縁
起
の
い
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
厳
寒
を
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凌
ぐ
性
質
か
ら
、
不
屈
、
強
靭
、
高
潔
な
ど
の
美
徳
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
日
中
共
通
で
あ
る
が
、
文
学
の
発
展
に

つ
れ
て
、中
国
は
後
者
の
「
美
徳
」
の
面
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
日
本
は
前
者
の
「
縁
起
」
の
面
を
も
っ
と
重
視
し
て
い
る
。

こ
れ
は
今
の
日
中
の
松
竹
梅
の
イ
メ
ー
ジ
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え

た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
日
中
「
松
竹
梅
」
の
違
い
と
原
因

　
前
述
し
た
よ
う
に
、「
松
竹
梅
」
の
取
り
合
わ
せ
は
、
中
国
で
起

こ
り
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
に
至
っ
て
は
、
日
中

の
イ
メ
ー
ジ
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
中
国
の
「
歳
寒
三
友
」
は
、
絵
画
に
始
ま
っ
た
と
は
い
え
、
題
画

詩
を
は
じ
め
多
く
の
文
学
様
式
に
取
り
入
ら
れ
、
文
学
に
活
躍
し
て

い
る
植
物
の
群
像
と
見
え
る
。
そ
の
霜
雪
に
耐
え
な
が
ら
節
操
を
保

つ
性
質
は
、
よ
く
君
子
の
美
徳
に
た
と
え
る
。

　
一
方
、
日
本
で
は
、
マ
ツ
と
タ
ケ
は
自
生
種
が
あ
る
が
、
ウ
メ
は

奈
良
時
代
に
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
本
の
松
竹
梅
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
中
国
文
化
の
影
響
は
否
定
で
き
な

い
。
お
そ
ら
く
、
松
竹
梅
を
画
題
や
彫
刻
の
文
様
な
ど
に
す
る
の
は

大
陸
文
化
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、お
正
月
に
松
竹
梅
を
飾
り
、

め
で
た
い
縁
起
物
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
、
日
本
独
自
の
風
習
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、
中
国
の
「
松
竹
梅
」
は
文
学
上
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

文
学
や
芸
術
の
面
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
、「
君
子
の
徳
」
を
備
え

る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
「
松
竹
梅
」
は
民
俗

的
な
も
の
で
、
人
々
の
日
常
生
活
に
よ
く
滲
み
こ
ん
で
、
め
で
た
い

も
の
の
代
表
と
し
て
、
祝
い
事
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
の
か
。
桜
井
満
氏
が
、
そ

れ
は
中
国
の
「
歳
寒
三
友
」
で
は
ウ
メ
が
欠
か
せ
な
い
植
物
で
あ
る

に
対
し
て
、
日
本
の
ほ
う
は
、
マ
ツ
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
主
張
し
て
い
るち
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
私
見
を
述
べ
た
い
。

１
　
松
竹
梅
と
門
松

　
日
本
で
は
、
お
正
月
の
飾
り
に
、
松
竹
梅
を
飾
る
習
慣
が
あ
る
。

マ
ツ
の
操
、
タ
ケ
の
直
と
ウ
メ
の
香
と
い
う
め
で
た
い
意
を
と
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
じ
め
か
ら
松
竹
梅
を
飾
っ
た
わ
け

で
も
な
く
、
最
初
は
新
年
の
瑞
祥
に
な
ぞ
ら
え
て
、
専
ら
マ
ツ
だ
け

を
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、そ
れ
を
「
門
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
門
松
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
一
説
に
は
こ
れ
が
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
行
事
と
い
う
。『
史
記
』亀
策
列
伝
に「
松
柏
を
百
木
之
長
と
な
し
、

門
閭
を
守
ら
し
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
風
習
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と
い
う
説
が
あ
る
。
も
う
一
説
に
は
、
こ
れ
が
日
本
独
自
の
風
習
で

あ
る
。
日
本
は
古
来
神
事
が
多
く
、
昔
は
榊
や
小
竹
葉
を
捧
げ
門
に

立
て
る
習
慣
が
あ
っ
た
の
が
、
や
が
て
マ
ツ
に
変
わ
っ
た
と
、
門
松

古
来
説
を
唱
え
る
人
も
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
月
に
門
松
を
立
て
る
の
は
日
本
で
長
い
歴
史

を
も
つ
行
事
で
あ
る
。
日
本
に
は
昔
か
ら
門
神
を
祭
り
、
一
年
中
の

邪
気
や
け
が
れ
を
払
う
信
仰
が
あ
る
。
常
緑
樹
の
マ
ツ
は
、
神
の
よ

り
し
ろ
と
し
て
、
歳
神
さ
ま
の
降
臨
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
い
る
ら
し
い
。

　
平
安
後
期
の
『
本
朝
無
題
詩
』
に
、
惟
宗
孝
言
の
「
長
斎
之
門
以

詩
代
書
、
呈
工
才
子
」
と
い
う
詩
に
、「
鎖
門
賢
木
換
貞
松
」
の
句

が
あ
り
、
そ
の
自
注
に
「
近
来
世
俗
、
皆
松
を
以
て
門
戸
に
挿
す
、

而
し
て
余
は
賢
木
を
以
て
之
に
換
う
、
故
に
云
う
」
と
出
て
い
る
の

が
門
に
松
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
の
日
本
の
最
古
の
文
献
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
門
松
」
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
『
堀
河
院
百
首
』

の
「
門
松
を
い
と
な
み
た
つ
る
そ
の
程
に
春
あ
け
が
た
に
夜
や
な
り

ぬ
ら
ん
」（
修
理
大
夫
顕
季
）
と
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
頃
は
確
実
に
こ

の
習
慣
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
うつ
。
ま
た
、
平
安

末
期
の
『
梁
塵
秘
抄
』
に
今
様
の
歌
が
、「
新
年
春
来
れ
ば

　
門
に

松
こ
そ
立
て
り
け
れ

　
松
は
祝
ひ
の
も
の
な
れ
ば

　
君
が
命
ぞ
長
か

ら
ん
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
点
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　
後
に
、
門
松
に
タ
ケ
を
添
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鴨
長
明
が
『
四

季
物
語
』
に
、
松
竹
を
た
て
た
の
は
「
欽
明
の
御
代
よ
り
」
始
ま
っ

た
と
書
い
て
い
る
が
、
実
際
に
タ
ケ
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
室
町
時
代
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
ウ
メ
を
添
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
徳
川
時
代
か
ら
と
言
わ
れ
るて
。
松
は
長
寿
、
家
運
の
繁

栄
、
竹
は
子
孫
繁
栄
、
梅
は
君
子
の
徳
を
あ
ら
わ
し
、
こ
う
い
っ
た

民
俗
的
な
風
習
に
よ
っ
て
、
松
竹
梅
は
日
本
人
の
心
に
よ
く
溶
け
込

ん
で
、
日
本
人
の
生
活
に
も
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
三
つ
の
植
物
の
取
り
合
わ
せ
を
吉
祥
と
す
る
の
は
、
前
述

し
た
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
奇
数
を
吉
祥
と
す
る

「
日
本
の
俗
」
か
ら
来
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
国
の
民
俗
思

想
で
は
、
三
、五
、七
と
い
っ
た
奇
数
の
数
字
は
、
あ
ま
り
喜
ば
れ
て

い
な
い
。
た
と
え
ば
三
月
の
節
句
、五
月
の
節
句
な
ど
と
い
う
の
も
、

三
月
と
か
五
月
と
か
は
悪
月
で
、
そ
の
月
に
す
べ
て
の
災
厄
が
最
も

集
中
的
に
訪
れ
る
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
防
御
す
る
た
め
に
、
集

中
的
に
、
祓
禊
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
月
で
あ
る
。
人
日
に
春
の
七

草
を
食
べ
る
と
疫
病
を
防
ぐ
と
い
う
の
も
そ
の
意
味
で
あ
ると
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
で
は
逆
に
、
七
五
三
の
陽
数
を
「
め
で
た
い
も
の
」
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
松
竹
梅
の
模
様
が
日
本
に
伝
来
し
て
か
ら
、
日
本
の

本
来
の
「
門
松
」
の
風
習
と
習
合
し
、
松
竹
梅
を
お
正
月
の
飾
り
に

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
日
本
の
松
竹
梅
の
中
心
は
「
マ
ツ
」

と
思
わ
れ
る
。
本
来
門
松
が
も
つ
神
を
迎
え
、
邪
気
を
払
う
力
は
、
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や
が
て
「
松
竹
梅
」
の
全
体
に
わ
た
り
、
松
竹
梅
が
日
本
で
め
で
た

い
も
の
と
し
て
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

２
　
ウ
メ
と
歳
寒
三
友

　
中
国
で
は
、歳
寒
三
友
に
類
似
す
る
植
物
の
取
り
合
わ
せ
が
あ
る
。

　
梅
蘭
竹
菊
を
「
四
君
子
」

　
松
竹
梅
蘭
を
「
歳
寒
四
友
」

　
松
竹
梅
菊
石
を
「
五
清
」

　
と
そ
れ
ぞ
れ
名
づ
け
た
。
そ
こ
で
、
歳
寒
の
植
物
と
し
て
ウ
メ
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
松
竹
梅
の
中
で
ウ

メ
が
中
心
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
松
竹
梅
の
取

り
合
わ
せ
が
成
り
立
つ
に
は
、
ウ
メ
の
イ
メ
ー
ジ
が
決
定
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
松
竹
梅
三
種
の
植
物
が
最
初
か
ら
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い

た
わ
け
で
な
く
、
後
に
な
っ
て
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
種
の
中
で
、
マ
ツ
と
タ
ケ
は
古
く
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
。
前
述

の
「
竹
箭
の
筠
有
る
が
如
く
、松
柏
の
心
有
る
が
ご
と
し
」（『
礼
記
』

礼
器
編
）
を
は
じ
め
、
松
竹
で
人
の
剛
直
、
不
屈
な
品
格
を
た
た
え

る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、晋
の
戴
逵
の
「
松
竹
賛
」
に
「
猗

欤
松
竹
、
独
蔚
山
皋
。
粛
粛
修
竿
、
森
森
長
条
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、梅
は
最
初
に
ほ
か
の
二
種
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
た
。

梅
は
、
は
じ
め
は
厳
寒
を
凌
ぐ
花
で
は
な
く
、
桃
花
や
李
花
と
同
じ

く
、
散
っ
て
ゆ
く
春
花
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
梅
は
常
に
詩

人
に
弱
く
て
移
ろ
い
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
楽
府
に
「
梅
花

落
」
と
い
う
題
が
あ
り
、
梅
の
散
り
ゆ
く
さ
ま
が
し
ば
し
ば
描
か
れ

る
。
南
朝
の
詩
人
呉
均
の
「
梅
花
詩
」
に
「
梅
性
本
軽
蕩
、
世
人
相

陵
賤な
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
梅
の
弱
く
て
頼
り
な
い
イ
メ
ー
ジ
へ
の

極
端
的
な
批
判
で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
北
宋
ま
で
続
い
た
。
北

宋
詩
人
曽
鞏
「
菊
花
」
の
「
菊
花
秋
開
只
一
種
、意
遠
不
随
桃
与
梅
」

（『
全
宋
詩
』
巻
四
五
六
）
の
よ
う
に
、
春
に
は
や
く
散
っ
て
ゆ
く
梅

と
桃
花
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
秋
の
寒
さ
に
耐
え
て
咲
く
菊
を
褒
め

て
い
る
。

　
だ
が
唐
代
中
期
か
ら
、
詩
人
は
梅
の
寒
さ
を
凌
い
で
咲
き
、
最
初

に
春
の
到
来
を
つ
げ
る
特
性
に
も
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宋
代

に
な
る
と
、
理
学
の
発
展
に
と
も
な
い
、
自
然
物
に
対
す
る
審
美
も

外
見
か
ら
内
部
へ
と
変
化
し
、
ウ
メ
の
精
神
は
さ
ら
に
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
外
敵
に
侵
略
さ
れ
、
戦
火
と
動
乱
を
遍
歴
し
た
宋

の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
民
族
精
神
、
敵
に
屈
服
し
な
い
気
概
は

何
よ
り
大
事
で
あ
る
。
そ
の
精
神
を
代
表
す
る
ウ
メ
は
宋
代
で
高
く

評
価
さ
れ
、『
全
宋
詞
』
で
い
ち
ば
ん
詠
ま
れ
る
花
と
な
っ
たに
。
南

宋
の
範
成
大
が
『
範
村
梅
譜
』
に
、「
梅
、
天
下
尤
物
、
無
智
賢
愚

不
肖
、
莫
敢
有
異
議
。
学
圃
之
士
必
先
種
梅
、
且
不
厭
多
。
他
花
有

無
、
多
少
、
皆
不
係
重
軽
」
と
い
う
評
価
は
、
当
時
の
人
が
ウ
メ
に

対
す
る
愛
好
を
よ
く
反
映
し
た
。
つ
ま
り
、
年
齢
、
身
分
を
問
わ
ず
、
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誰
も
が
ウ
メ
を
愛
し
、
植
え
て
い
る
。
ウ
メ
さ
え
あ
れ
ば
、
ほ
か
の

花
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
、
宋
代
の
「
ウ
メ
ブ
ー

ム
」
の
状
況
が
窺
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
そ
、
梅
の
イ
メ
ー
ジ
は
し
だ
い

に
同
じ
く
厳
寒
を
凌
ぐ
松
、
竹
と
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、「
松
篁

傲
雪
堪
為
伴
、
桃
李
酣
春
未
敢
先
」（
葛
勝
仲
「
菁
山
梅
花
盛
開
、

予
独
未
之
知
、十
一
月
二
十
二
日
周
元
挙
察
院
餉
数
枝
、以
詩
謝
之
」、

『
全
宋
詩
』
巻
二
十
四
）、「
寧
知
姑
射
冰
肌
侶
、
也
学
松
筠
耐
歳
寒
」

（
李
覯
「
雪
中
見
梅
花
」、『
全
宋
詩
』
巻
七
）
な
ど
数
多
く
の
詩
句

に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
漢
詩
に
お
け
る
代
表
的
な
植
物
は
、
大
体
な
ん
ら
か
の
「
美
徳
」

の
持
ち
主
と
さ
れ
る
。
自
然
物
が
美
し
く
思
わ
れ
る
の
は
、
人
の
美

徳
を
反
映
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
比
徳
」
の
文
学

伝
統
が
あ
る
。
梅
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を
見
る
と
、
中
国
で
「
徳
」

が
ど
れ
だ
け
植
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
影
響
し
て
い
る
か
は
言
う
ま
で
も

な
か
ろ
う
。
春
に
散
る
梅
の
花
は
、
同
時
に
冬
に
咲
く
花
で
も
あ
る

の
で
、
霜
や
雪
を
恐
れ
ず
、
強
く
ま
っ
す
ぐ
な
気
概
の
持
ち
主
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
は
、
絵
画
に
も
反
映
し
て
い
る
。

史
料
に
よ
る
と
、
梅
花
図
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
南
北
朝
時

期
で
あ
り
、
マ
ツ
や
タ
ケ
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
唐
代

以
来
、
梅
を
描
く
画
家
は
や
や
増
え
た
。
宋
に
な
る
と
、
ウ
メ
を
観

賞
す
る
風
潮
に
と
も
な
っ
て
、
ウ
メ
を
描
く
の
も
文
人
、
画
家
の
間

で
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
北
宋
の
華
光
僧
仲
仁
が
初
め
て
墨
梅
図
を
試

み
、
南
宋
の
揚
補
之
が
そ
の
様
式
を
確
立
し
たぬ
。
そ
れ
を
文
人
た
ち

に
吸
収
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
と
マ
ツ
、
タ
ケ
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
絵

に
描
か
れ
、
今
日
の
「
歳
寒
三
友
」
の
取
り
合
わ
せ
を
な
し
た
の
で

あ
る
。

　
ゆ
え
に
、
松
竹
梅
の
取
り
合
わ
せ
の
成
立
に
、
ウ
メ
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
儒
家
の
植
物
比
徳
の
思
想
の
影
響
で
、
ウ
メ

は
単
な
る
か
わ
い
ら
し
い
春
花
か
ら
、
君
子
の
徳
を
有
す
る
植
物
に

な
っ
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
は
じ
め
て
ウ
メ
が
松
竹
と
平

等
な
地
位
に
な
り
、松
竹
梅
の
組
み
合
わ
せ
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

　　
以
上
の
よ
う
に
、
日
中
の
松
竹
梅
の
起
源
と
発
展
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
味
あ
い
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
同
じ
植
物
の
取
り
合
わ
せ
も
、

両
国
で
違
う
発
展
の
ル
ー
ト
を
歩
ん
で
き
た
。
日
本
の
松
竹
梅
は
門

松
な
ど
の
古
来
の
風
習
と
融
合
し
、
民
俗
的
、
日
常
的
な
縁
起
物
と

な
っ
て
い
る
が
、
中
国
の
歳
寒
三
友
は
、
儒
教
の
「
比
徳
」
思
想
の

影
響
で
、
繁
栄
や
長
寿
を
祈
る
意
が
し
だ
い
に
薄
く
な
り
、
専
ら
君

子
の
高
尚
な
美
徳
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

の
松
竹
梅
の
中
で
、「
マ
ツ
」
が
主
役
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
国

の
松
竹
梅
に
は
、「
ウ
メ
」
が
欠
か
せ
な
い
植
物
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
松
竹
梅
の
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
か
ら
、
日
中
文
化
の
違
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い
が
見
ら
れ
る
。
日
本
に
比
べ
た
ら
、
中
国
は
も
っ
と
道
徳
的
、
精

神
的
な
面
を
大
事
に
し
て
い
る
。
文
学
は
か
な
ら
ず
な
ん
ら
か
の
意

志
を
表
し
、
つ
ま
り
「
詩
言
志
」
の
文
学
伝
統
は
花
草
に
も
投
影
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注あ
程
傑
「『
歳
寒
三
友
』
縁
起
考
」、「
中
国
典
籍
与
文
化
」
二
〇
〇
〇
・
三

い
諸
橋
轍
次
ら
編
『
大
漢
和
辞
典
』、大
修
館
書
店
、昭
和
六
十
年
（1985

）

に
よ
る
。

う
高
雲
龍
「
浅
析
『
松
竹
梅
』
的
象
徴
意
象
」、『
芸
術
教
育
』

二
〇
〇
七
・
五

え
前
掲
論
文

お
加
藤
周
一
ら
編
『
世
界
大
百
科
事
典
』、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年

か
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
九
巻
、
山
田
美
成
著
『
世
事
百
談
』

き
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
別
巻
下
・
四
、
喜
多
村
信
節
著
『
嬉
遊

笑
覧
』「
草
木
」「
松
竹
梅
」
条

く
松
田
修
「
松
竹
梅
の
文
化
史
」、
大
森
志
郎
ら
『
松
竹
梅

―
日
本

人
の
美
と
心
』、
一
一
〇
ペ
ー
ジ
、
社
会
思
想
社
、
昭
和
四
十
七
年

（1972

）。

け
山
岸
徳
平
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
五
山
文
学
集
』、
岩
波

書
店
、
一
九
七
三
年

こ
マ
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
月
刊
「
し
に
か
」
特
集
「
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
・

シ
ン
ボ
ル
小
事
典
」（
植
木
久
行
ほ
か
項
目
執
筆
、
大
修
館
書
店
、

九
六
年
五
月
号
）、『
中
国
シ
ン
ボ
ル
・
イ
メ
ー
ジ
図
典
』（
王
敏
、

梅
本
重
一
編
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
考
し
て
整
理
し

た
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
「
タ
ケ
」「
ウ
メ
」
も
同
じ
で
あ
る
。

さ
歌
の
原
文
は
「
尾
張
に
直
に
向
か
へ
る
尾
津
の
崎
な
る
一
つ
松
あ
せ

を
一
つ
松
人
に
あ
り
せ
ば
大
刀
佩
け
ま
し
を
一
つ
松

　
あ
せ
を
衣
服

せ
ま
し
を
あ
せ
を
」
で
あ
り
、『
古
事
記
』
景
行
天
皇
条
よ
り
。
な
お
、

本
論
に
引
用
す
る
『
古
事
記
』
の
原
文
は
、
山
口
佳
紀
、
神
野
志
隆

光
校
注
・
訳
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
小
学
館
）

に
よ
る
。

し
本
論
に
引
用
す
る
『
万
葉
集
』
の
本
文
は
、小
島
憲
之
ほ
か
校
注
・
訳
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』（
小
学
館
）
に
よ
る
。

す
斉
藤
正
二
『
植
物
と
日
本
文
化
』
十
一
ペ
ー
ジ
、
八
坂
書
房
、

二
〇
〇
二
年

せ
前
掲
書
七
十
二
ペ
ー
ジ
。

そ
沢
村
幸
夫
『
中
国
草
木
虫
魚
記
』
江
南
竹
、
南
京
冬
笋
条

た
松
尾
聡
、
永
井
和
子
校
注
・
訳
、
新
編
古
典
文
学
全
集
『
枕
草
子
』、

小
学
館
、
一
九
九
七
年
、
第
三
十
九
段
「
あ
て
な
る
も
の
」

ち
桜
井
満
「
松
竹
梅
の
由
来
」、『
高
校
通
信
東
書
国
語
』
二
九
九
号
、

平
成
二
年

つ
荒
井
源
司
『
梁
塵
秘
抄
評
釈
』、
甲
陽
書
房
、
一
九
五
九
年
・「
今
様
」

春
十
二
番
歌
の
解
釈

て
高
嶋
雄
三
郎
、
も
の
と
人
間
の
文
化
史
16
『
松
』、
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
五
年
初
版
第
二
刷
、
四
十
五
ペ
ー
ジ

と
松
田
修
「
松
竹
梅
の
文
化
史
」、
大
森
志
郎
ら
『
松
竹
梅

―
日
本

人
の
美
と
心
』、
社
会
思
想
社
、
昭
和
四
十
七
年
（1972

）。

な
逯
欽
立
編
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
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